
図－１ 新分類法評価点分布（換気立坑） 
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１．はじめに  

(独)日本原子力研究開発機構(JAEA)では高レベル放射性廃棄物の地層処分に関する深地層の科学的研究の

一環として、深度 1,000m 級の 2本の立坑(主立坑、換気立坑) などの研究坑道からなる瑞浪超深地層研究所を

建設している 1)。筆者らは、研究坑道の掘削において既存の岩盤分類法の他に、「岩盤の工学的分類法 JGS 

3811-2004」2)をベースとした新しい定量的岩盤分類法(以下、新分類法と呼ぶ)を提案し、換気立坑の堆積軟

岩でその適用性を評価している 3),4),5)。本報告では、新分類法を結晶質岩に適用した結果を報告する。なお、

新分類法の概要と堆積岩での適用結果等は、参考文献ないしは「その 1」報告 6)を参照されたい。 

２．主立坑と換気立坑の地質状況  

研究坑道周辺の地質は、深度約 168m を不整合面に、基盤として分布する結晶質岩(土岐花崗岩)の上位に新

第三紀中新世の堆積岩(瑞浪層群)が分布している。主立坑(内径 6.5m)と換気立坑（内径 4.5m）は、その中心

距離で 40m しか離れていないため、分布する花崗岩そのものは同じである。しかし主立坑は掘削断面を縦断す

るように分布する断層のため、地質は局所的に大きく変化し強度差も大きいのが特徴である。 

３．結晶質岩での適用性評価 

新分類法による評価は、1掘削深さ(1.3m)毎にNE、SE、

SW、NW の立坑 4方向で実施したシュミットハンマー試験

から求めた換算一軸圧縮強度および不連続面間隔、風

化・劣化度を用いてそれぞれ評価点を算定した。一方、

電研式岩盤分類は 1 掘削深さを 1 単位として平均化し、

両者の比較を行った。 

換気立坑および主立坑の新分類法評価点と電研式岩

盤分類の深度方向分布を図－1 と図－２に示す。これよ

り、結晶質岩でも新分類法評価点はある程度電研式と一

致する結果が得られた。 

そこで堆積岩と同様に、結晶質岩での適用性を評価す

るため、電研式岩盤分類の岩級等級ごとに新分類法評価

点の得点分布を集計し、電研式岩盤分類と同じ岩級の得

点範囲に含まれる評価点の割合を適合率として算定し

た結果を表－１に示す。健全な花崗岩中を掘削している

換気立坑における電研式岩盤分類のCM級岩盤と CH級岩

盤については、適合率が 30%程度と極端に低い。逆に CL

級岩盤では 70%以上の高い適合率を示す。一方、断層を

含む花崗岩中を掘削している主立坑では高い適合率を示している。このことだけからみると、岩級が低い岩盤

では適合率が高く、岩級が高い岩盤では適合率が落ちる結果となる。その原因を考えるため、表－２に換気立
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図－２ 新分類法評価点分布（主立坑） 

坑の深度 270.8～283.4m におけるシュミットハンマー

試験から換算した一軸圧縮強度を電研式岩盤分類別に

示した。例えば B級区分の岩盤では、新分類法において

は 100MPa 以上の岩盤強度を想定している一方、これに

当てはまるのは 12 データ中 3 データに過ぎない。31.5

～55.4MPa といった低い値も 4データ散見される。この

低い値については、局所的な浮き石などの特異点である

可能性があるため、このデータを除いて考えると、平均

値、標準偏差、変動係数は順に 98.2MPa、27.25MPa、0.278

となり、変動係数は他の岩級と同等となる。 

以上の結果より、定性的な評価を行う電研式岩盤分類

と異なり、新分類法は局所的な岩盤状況変化を鋭敏にと

らえたため、適合率が落ちた可能性が示唆される。ただ、

コア試験で一軸圧縮強度が 150MPa を超えるような硬岩

に対する、シュミットハンマー試験からの換算一軸圧縮

強度の推定に関する問題も残されており、データの再評

価を含め検討を継続する予定である。 

なお、主立坑が相対的に良好な適合率を示したのは、

岩盤が D～CM 級と換気立

坑よりも脆弱であり、新

分類法の評点でウエイト

が高いシュミットハンマ

ー試験による換算一軸圧

縮強度の推定精度が良好

だった可能性がある。 

４．まとめと今後の課題 

 新しい定量的岩盤分類法について瑞浪超深地

層研究所の結晶質岩において適用性を評価した。

電研式岩盤等級が低い部分では高い適合率だった

が、高い部分においては現時点のところ適合率が

落ちる結果を示した。今後、結晶質岩への適用の

再評価や物性値との関連について、検討を進めて

いく予定である。 
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表－２ 換気立坑深度270.8～283.4mの強度分布
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表－１ 新分類法評価点適合率

D～CL CL CL～CM CL CL～CM CM CM～CH CH CH～B B
～0.5 14 39 11 2 0 0 0 0 0 0

0.5～20 58 181 53 10 7 1 22 13 0 0
20～60 0 25 13 0 1 7 66 69 10 0
60～120 0 2 1 0 0 5 47 53 8 2
120～ 0 1 0 0 0 11 17 25 22 2
合計 72 248 78 12 8 24 152 160 40 4

100.0 73.0 84.6 83.3 100.0 29.2 74.3 33.1 75.0 50.0

換気立坑

評価点
範囲

適合率　[％]

主立坑
評価点分布
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